
福井市新栄の未来を考える会　懇談会 
10年の実践から、まちの再生について考える 
2022.1.31　東京工業大学　真野洋介

旧北上川に面した中心市街地 
再開発事業、小規模開発、未利用地、更新建物、改修などが混在

2021.3.31　 
震災後10年が経過した 

中心市街地における復興事業 
市街地再開発事業 

優良建築物等整備事業

石巻テラス 
中央三丁目１番地区 
第一種市街地再開発事業 

（2015.12竣工／店舗＋分譲住宅）



リバーサイド元町 
中央一丁目14,15番地区 
第一種市街地再開発事業 

（災害公営住宅＋分譲住宅等） 
（2016.8竣工、総事業費約34億円）

中央二丁目4番南地区 
優良建築物等整備事業 
デュオヒルズ石巻 

（2019.9竣工、総事業費約32億円）

COMICHI以後の開発

中央二丁目3番A-1地区 
優良建築物等整備事業 
（2021.4竣工、 
総事業費約5.1億円）

かわまち交流拠点整備事業 
（2015-20）

2017.6.30　 
いしのまき元気いちば　オープン



宮城県石巻市中央・中瀬地区 
都市再生推進法人による河川堤防上空間の活用

■震災5年以内に成立した再開発事業の特徴 
1）地権者が少人数（中心となる地主は1名） 
2）保留床は災害公営住宅の買取＋分譲住宅が大部分 
3）店舗部分の床はまちづくり会社が取得し、グループ 
　　補助金や高度化資金等を活用する 

■COMICHI石巻以後の開発事業の特徴 
1）分譲、賃貸住宅が中心だが、ニーズは不明瞭 
2）低層階の賃貸店舗への出店が少ない 
3）駆け込みで復興事業に申請したものの、合意形成や 
　  工事着手に至っていない事業も多い

■2011-21：この10年の実践から学んだこと 
0）今そこにある状況、人、場所から組み立てる 
　チーム作り／場づくり／パートナーシップ 

1）事業を通じて学び、育てる 
・外側の事業主（建物オーナー） 
・内側の事業主（テナント、起業者） 
・運営チーム（場所ができるまで／できたあと） 
・まちでの活動や新しい挑戦を応援できる環境 

2）アイディアをまずかたちにすることと、時間をかけて 
     継続的に取り組むことの両輪で進める 

3）ある程度まとまった時間を経験したあとで、次の展開を 
　  意識する（5年／10年）→まちの持続可能性アップに

都市計画学会計画設計賞（2016年度） 
「横丁からふたたび、あたらしいまちをつくる」COMICHI石巻
真野洋介（東京工業大学／一般社団法人ISHINOMAKI2.0） 
野田明宏（すまいまちづくりデザインワークス）、渡邊享子、遠山敬介



2011.5.18～ 
石巻での活動を開始

私たちの活動

2011.5.18- 
石巻中心街住民インタビュー「私の石巻」開始 
ISHINOMAKI2.0結成につながる出発点

松村豪太さん

フリーペーパー「VOICE」（2011.7-）

声をかたちに

「ISHINOMAKI2.0」という活動体をつくる（ 一般社団法人）



2011.7.23～ 
人が集まり、気軽に語れる場所 

「復興バー」

声とアイディアをかたちに

多様なプロジェクトを同時並行で起こせる環境をつくる

建築制限や復興事業の大きな計画の網の中で 
思考停止に陥らない街の空気をつくりたい 
現地・自力ベースで生活再建を起こす環境をつくる 
→小さく、性質の異なるプロジェクトが多数派生する環境 

線を引き、切り分けることをやめる：流動と撹拌 
住民と専門家／内部と外部／被災者と支援者など 
→一緒に考え、ともに行動する

2011.6.24　災害に強いまちづくり（基本構想）案
2011.6.14　震災復興基本計画市民検討委員会発足



■基本構想・イメージ図に対する危機感と問題意識 

0）甚大な災害に対する防災を意識しすぎて、市民の日常生活や 
　　将来の地域の持続可能性に意識が及んでいない 
1）中心市街地エリア全体で再開発事業を適用するのは不可能 
2）全体で一つの大きな事業を適用すると、事業の組み立てと 
　合意形成に長い時間がかかる 
★事業規模や補助金が大きい事業が地域にとって良い事業ではない 
3）個々の商店主・飲食店主、住民、地権者ごとの生活・事業の 
　　再建イメージと現実的な流れを考えるべき

2011.6.2　朝会

①中央町での活動 
まちなかで避難生活をおくる

方々の自主的な活動

割烹八幡家 
阿部紀代子さん

松川横丁で再建計画を考える2つのきっかけ

建築制限の問題 

◆復興推進地域 
防災集団移転や土地
区画整理など、基盤
整備を行う対象とな
る地域 
①居住や構造などの
制限がかかる恐れ 
②事業合意がなされ
るまで、そもそもの
建築行為が行えず、
まちの営みがストッ
プしてしまう

動きを止めない街へ
動いている場所、再開した店などを地図にして、みんなに知ってもらう



②街の歴史的な手がかりとしての横丁への着目 
・川湊で栄えた石巻の歴史的な資源と独特な風景を持つ 
・飲食店街と商店が連なることで、一定の空間と 
　コミュニティのまとまりを持っている

石巻川湊400年　この街のよりどころは何か？ 横丁の由来をまとめた地図作成

松川横丁 
路地沿道を範囲とした

再建計画 
2011.6-2015.9

第１フェーズ① 
横丁からの提案 
松川横丁再建勉強会 
2011.6.8,12,20,27

動きを止めない街へ  
建築制限の問題を乗り越える



■勉強会の主旨（私の考え）
１．自分達の主導で機運と流れをつくる 
　　堤防や地盤ではなく、自分たちの生活再建を土台に組み立てる 

２．当面の目標から、次のステップに踏み出す再生の 
　　シナリオを考える 
◆仮設店舗や空き店舗の活用、 
　修繕・リノベーションによる再開・起業、 
　地域復興のための多様な活動などを組み込みながら、 
　まちなかの再建・復興を考える 
→今すぐ本建築に取りかかれない事情も 
→1年以内／3年／5年という時間で考える 2011.6.12　松川横丁再建勉強会② 

お店と土地の状況把握

6月30日、石巻市長に提案書を提出 川縁と高台をつなぐオープンスペースのつながり




